平成１２年度観光交流調査結果の概要

  １  観光交流客数

　　 ・  観光交流客数は、12,238万人で、前年度比では1,071万人（8.0％）減少した。

· 主たる減少要因としては、「特消税」の廃止に伴い宿泊施設の日帰り（休憩）利用客数の算定が不可能となったことによる。

· なお、参考として、平成11年度のデータから宿泊施設日帰り（休憩）利用客数を除いた数値での比較では、平成12年度は301万人（2.5％）増となる。

  ２  宿泊客数

· 宿泊客数は1,984万人で前年度を4.2％下回った。

· 宿泊客数は年々減少傾向にある。元年に比べ２割近く落ち込んでいる。
  ３  観光レクリエーション客数

     ・  観光レクリエーション客数は10,254万人で前年度を3.9％上回った。

     ・  大分類別では、「遊ぶ」と「触れ合う」が伸びており、「遊ぶ」では買物が、「触

　　　　れ合う」ではイベントへの参加が増加している。

· 浜松まつり、熱海海上花火大会、河津桜祭り及び大道芸ワールドカップなど、

  入込みが100万人を超えた行事、イベントもあった。

  ４  主な季節の状況

· ゴールデンウィーク期間中は、全般的に天候に恵まれたことから、観光交流客数は前年を上回った。

     ・  年末年始については、主要観光施設への入込客数、宿泊客数、有料道路利用台

  数とも概ね対前年を上回った。なお、前年末は2000年問題による外出控えの傾

　向があったことが、今年度の伸びのひとつの要因と考えられる。

  ５  地域別の主な特徴

      【伊 豆】伊豆新世紀創造祭開催年であったが、天候不順や６月末からの「三宅島・

              神津島等近海地震」の影響、宿泊施設の日帰り利用客数の算定不能など

              により、観光交流客、宿泊客数ともに減少した。

      【富 士】体験型施設への入込みが増加。また富士山登山者数も前年度を上回った。

      【駿 河】「静岡『葵』博」の開催などにより、観光交流客は前年を上回った｡

      【奥大井】温泉施設や自然志向施設の観光レクリエーション客数は増加した。

　    【西駿河】各地で開催した花火大会に多くの人が訪れたことから、「触れ合う」で

　　　　　　　の対前年度比に著しい伸びがみられた。

      【中東遠】個々の入込客数はそれほど多くないが、前年度を上回るイベントや行事

               への入込が多かったことから、「触れ合う」が増加した。

      【西 遠】日帰り温泉入浴施設の入込客数の増加により「遊ぶ」が伸びた。

      【北 遠】さくら祭りやトロン温泉など前年を大きく上回るものもあるが、全体と

               しては減少した。







